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ペルーとメキシコにおける宣教活動の
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谷　川　義　美
１．ペルーの宣教活動の一側面
スペインの征服者フランシスコ・ピサロ（Francisco Pizarro 1475年頃―
1541年）は，1531年 1月に 3隻の船と 180余名の部下，それに数名の従
軍司祭を率いてパナマを出帆し，翌年 11月カハマルカに到着して，1533
年 11月クスコに入り，インカ帝国を滅ぼした。ピサロが第 1回ぺルー探
検の時から従軍司祭を同行させたのは，キリスト教徒であった部下たちに，
ミサをはじめ様々な宗教儀式，特にゆるしの秘跡を受けさせ，死に際して
はゆるしと病油の秘跡を受けさせるためであった。ピサロの第 3回ぺルー
探検旅行の時には，スペイン国王との協定によって，インディオへの宣教
活動を開始するため，6人のドミニコ会員たちの同行が公式に命令された。
ピサロに同行した 6人のドミニコ会員たちの上長は，レヒナルド・デ・ぺ
ドラサであった。6人のうち 3人はパナマに残り，1人は病死し，残った
2人のうちぺドラサもパナマに戻り，その後間もなく亡くなったが，ピサ
ロらと一緒にインカ帝国に入ったのは，ビセンテ・デ・バルベルデ（Vicente 
de Valverde）一人だけで，後にクスコの初代司教に任ぜられた1）。以後し
ばらくの間ぺルーにおける宣教活動は，ドミニコ会員たちによって行われ
ていたが，やがてフランシスコ会員やメルセス会員，遅れてイエズス会員
とアグスチノ会員もやって来た。
ぺルーにおける宣教活動は，1550年代後半になると本格的且つ組織的
に行われるようになった。1560年代以降の宣教活動の特徴は，各修道会
の宣教師たちがインディオの言語を習得して，ケチュア語やアイマラ語な
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どを使うインディオたちに直接宣教活動を行ったことである。征服地の都
となったリマ市の基礎的な町造りに平行して，司教区の設置と数多くの教
会や修道院が建てられた。ぺルー王国の首都としてリマ市の建設が完成し
機能し始めると，急速な発展を遂げていく教会にも諸問題が起こり，リマ
の初代大司教ヘロニモ・デ・ロアイサ（Geronimo de Loaysa 1575年没）は，
第 1回リマ教会会議を 1551年から 52年にかけて開催した2）。その中での
大きな問題は，各修道会の宣教師たちによるインディオのキリスト教化
が，大勢のインディオに半ば強制的に洗礼を施こし，公教要理を教えずに，
形式だけのキリスト教徒を誕生させていたことであった。1567年に大司
教ロアイサによって召集された第 2回リマ教会会議では，教会組織のあり
方についての重要な決定と異端裁判所の設置などが決議され，請願書と
して国王に提出された。スペイン王室はこれに応えて，1569年に二人の
異端裁判官を派遣し，リマ市に異端裁判所が設けられた。第 3回リマ教会
会議は，リマの第 2代大司教トリビオ・アルフォンソ・デ・モグロべーホ
（Toribio Alfonso de Mogrovejo 1533年―1606年）が 1582年 8月に召集した。
この会議では，特に第 2回リマ教会会議において布告された「偶像崇拝根
絶」に関する規程が踏襲され，実行に移されることになった。またこの会
議において，小教区の戸数は 200から 300家族とするという割合が定めら
れた。これは一人の司祭が 1000人から 1500人の霊的指導に当たらなけれ
ばならないことを意味していたが，現実にはいつも司祭不足で，1年を通
してめったに司祭の姿を見ないインディオもかなりいた。第 3回リマ教会
会議では，スペイン語，ケチュア語，アイマラ語による『公教要理』，『告
解規範』と『説教集』という三種類の手引書が作成され，宣教活動は本格
化した。これらの手引書の編纂には，当時のイエズス会管区長ホセ・デ・
アコスタ（José de Acosta 1540年頃―1600年）の貢献が大きかったと言わ
れている3）。
インカ帝国を滅ぼしたピサロとともにインカ軍と戦い，重要な役割を演
じたのはドミニコ会員で，最初の宣教師となったバルベルデが，ぺルーに
おける福音宣教活動を開始したのである。その後，諸修道会から派遣され
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た宣教師たちが悪戦苦闘しながら広めたキリスト教は，徐々にぺルーの地
に根を下ろしていった。それで本論は，征服されたインディオがキリスト
教をどのように解釈し受け止めたのか，また宣教師たちはインディオの宗
教をどのようにとらえ対応したのか。さらに，ぺルーでの宣教活動がどの
ように進行し，その間に生じた諸問題を如何に解決したかについて，そし
て，主として 16世紀におけるぺルーでの宣教活動の結果はどうであった
かについて論じることにしたい。典拠は，特にぺルーの宣教活動が行われ
た 16世紀に活躍した宣教師パブロ・ホセ・デ・アリアーガ（Pablo José  de
Arriaga 1564年―1622年），ホセ・デ・アコスタ（José  de Acosta 1540年―
1600年），フェリペ・グァマン・ポマ・デ・アヤラ（Felipe Guamán Poma 
de Ayala 1534年？―1615年），バルトロメ・デ・ラス・カサス（Bartolomeé
de Las Casas 1484年―1566年）らの著書である4）。ぺルーにおける初期の宣
教活動について論述することにより，彼らの宣教活動のどこが過ちで失敗
であったかを考察し，後代の人たちの厳しい批判も吟味して，現代の私た
ちの宣教活動に役立たせたい。
インディオが崇拝した主なもの
アンデス生まれの純粋なインディオであったグァマン・ポマが，『新し
い記録と良き統治（Nueva crónica y buen gobierno）』の中で述べているこ
とによると，古代アンデスのインディオの間には，宣教師たちが糾弾した
ような種類の偶像崇拝はなかったし，時代を通していつも「創造神」が信
仰されていた。しかし，インディオの直感していた創造主がいたとしても，
彼らはその神がいったい誰であり，どこにいるのかは，キリストの福音が
もたらされるまではっきりと分からなかった。そのため，インディオは，
創造主を探し求める過程で試行錯誤しながら，被造物や人間の造った物を
神として崇拝するようになったのだという5）。さらにアンデスのインディ
オの間に，「ワカ信仰」という偶像崇拝の宗教儀式を取り入れたのは，イ
ンカ王朝の創設者マンコ・カパック（Manco Capac）の母ママ・ワコ（Mama 
Huaco）であり，インディオが石，木，土で偶像を作り，犠牲を捧げる祭
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りを行ったのは，インカによる処罰を恐れていたからであると言い，マン
コ・カパックからの歴代インカ王たちが偶像崇拝を導入した責任を厳しく
追及している。キリスト教が広められた後もアンデスのインディオの中に
は，キリスト教の洗礼を受けながらインカ時代以来の偶像崇拝を行ってい
たインディオが存在していたし，まだ洗礼を受けず昔ながらの宗教儀式に
耽っているインディオもいることを，グァマン・ポマは認めていた。それ
では，それらのインディオが主に崇拝していたものについて，述べること
にしよう。
アンデスのインデイィオにとって，ワカ信仰は生活の最も重要且つ主要
なものになっていた。インディオが神として崇拝していたワカ（huaca）は，
広く聖なるもの，聖なる場所などを指し，神殿，礼拝所，石や木で作られ
た人間や動物の聖像，または霊が宿るとされる木，岩，山などがこの名で
呼ばれていた。なかでもインディオたちが特別な親しみを感じていたワカ
は，インディオの祖先の在りかを示す「パカリナ」と呼ばれる聖域と，「マ
ルキ」と呼ばれた祖先の遺体，またはミイラであった。このパカリナ信仰
とマルキ崇拝とは，不可分の関係にあったという6）。インディオの重要な
崇拝対象である祖先のマルキは，マチャイと呼ばれた洞窟に置かれ，そこ
には犠牲を捧げ儀式を執り行う神官，祭司が常時いた。アリアーガは，イ
ンディオがすでに教会の墓地に埋葬されていた死体を取り出し，宣教師た
ちの目を盗んでマチャイに運ぶことを最大の悪習として，インディオたち
を厳しくとがめ，なぜそのようなことをするのかと尋ねると，
「それはクヤスパ，すなわち彼らにたいする愛情のゆえだ，と答える。つ
まり，死者は教会の墓地では土に圧迫されてとても苦しいのだから，野原
に連れてくれば，空の下にあって，埋められもしないためずっと休まる，
というのである」7）。
この単純明白な答えの背後には，インディオに農作物をもたらし村落を
創始した祖先神と，その子孫でミイラ化され神格化された死者神のことを，
何によりも念頭に置く精神があるのだと思われる8）。征服当時のアンデス
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のインディオには，神と人とは明確に分離されておらず，一つの連続体の
両極としてとらえられていた。祖先神は親族集団の始祖であり，実在した
祖先としてその身体が保存され，他方，現実の死者はミイラ化されること
で神格化され，村人の崇拝を受けていた。神と人とのこうした連続性は，
両者を結ぶ親族関係により保証されていた。したがって，祖先神は子孫の
生活の安定や農作物の豊饒を見守り，他方，子孫のインディオは祖先神に
祈り，感謝の供え物をして，彼らを崇拝するという形になっていた。この
ような神と人，祖先と子孫の連続性についてアリアーガは，
「以上のワカのつぎに，もっとも崇拝されたのはマルキのワカであった。
これは平地ではムナオと呼ばれ，住民たちの異教時代の祖先のまるごとの
遺体，または骨のことである。彼らはそれをワカの子であると言い，野原
や人里離れた場所のマチャイ，つまり古い墓地に置いていた。ひじょうに
高価な肌着や，多彩な羽毛や，グンビなどで飾られていることもある。こ
のマルキにもお付の神官，祭司があり，ワカの場合と同じように犠牲を捧
げ，祭典をおこなう。またマルキが生前使っていた道具も一緒に供えられ
ている。女性ならば紡鐘車，つむいだ綿の糸玉，男性ならば畑を耕すのに
使ったタクリアつまり鍬，また戦争で使った武器などである。」9）
と述べている。神と人，祖先と子孫とのこうした連続性は，アンデスのイ
ンディオにとって過去と現在との連続性でもあった。祖先神が洞窟から地
上に出現し，農作物をもたらす農業技術を伝授し，インディオ社会の秩序
を確立したその時代に，スペイン人の武力による征服があったにもかかわ
らず，連続性は彼らの中に生きていたし，宣教活動をしていた宣教師たち
に対するある種の抵抗でもあった。
インディオたちがワカに求めたものは，農作物の豊かさだけではなかっ
た。スペイン人の征服によって植民地化されたインディオ社会にもたらさ
れたヴィルス性の疫病は，インディオを恐怖に陥れ，さらにインディオの
人口を減少させた。疫病を恐れた多くのインディオは教会にではなく，祈
祷師（curandero）や祭司のところに行って助けを求めた。現在リマ市の
大司教区古文書舘には 17世紀初頭に行われた「偶像崇拝と妖術」につい
て大量の史料があり，当時の情報を得ることができるが，それによると，
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本物のインディオの神官がいてワカ信仰の儀式を人々に教え，宣教活動に
反対するようそそのかし，また 1614年の伝染病の流行はインディオたち
がキリスト教に改宗した結果であるから，病気を免れるため十字架や聖像
といったキリスト教のシンボルを捨てるように呼びかけている。そして，
このような恐ろしい疫病が流行したのは，ワカへの儀式をおろそかにした
こと，またキリスト教を受け入れたことを罰するために，ワカが疫病をも
たらしたのだと言い広めていたという10）。このことから，宣教師たちが積
極的な宣教活動を行っていたにもかかわらず，アンデスの宗教であるワカ
とマルキへの信仰は深く根を下ろしていたし，インディオの伝統的祭りや
迷信に端を発していた諸々の儀式が，引き続き行われていたことは容易に
想像できる。
初期の宣教活動について
征服当初のインディオは，キリスト教を自分たちの宗教と本質的に同じ
ものと見なし，スペイン人のワカをインディオの伝統的宗教儀式で崇拝し
たり，またインディオのワカにキリスト教的装飾を施して，スペイン人の
宗教との同質性を示そうとしていた。しかしながら，インディオたちは徐々
に自分たちの宗教とキリスト教は根本的に違っていて，キリスト教の神は
自分たちの理解しているワカと同義ではない，あくまでスペイン人のため
のワカであると認識するようになってきた11）。一方宣教師たちは，キリス
ト教的世界観からインディオの生活，文化や宗教を理解し観察していたの
で，自分たちとの差異を明確に把握していた。だから偶像崇拝の盛んなイ
ンディオ社会で，初期のぺルー教会の礎を築いた宣教師たちの中には，イ
ンディオを理性的な存在と見なし，その本性においてキリスト教徒である
と確信していた者たちもいた。たとえばアコスタは，インディオの人間性
そのものを否定することなく，すべてのインディオが救われると言い，ま
たインディオは福音の宣教と信仰から決して排除されていないと言って，
インディオに対する福音宣教の意義を積極的に強調している12）。またラ
ス・カサスは，インディオたちが鋭い理解力を具え，キリスト教の深くす
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ぐれた教えを理解し守ることができるとし，カトリック教会の教える信仰
を受け入れ，高い徳を身につけることができる能力も持っている，とイン
ディオを高く評価している13）。ぺルーで宣教活動をしていた宣教師たちと
入植したスペイン人たちとの間では，それぞれ意見の相違はあったが，ア
コスタやラス・カサスが述べているように，征服者スペイン人と被征服者
インディオとは平和的に共存できる，と考えられていた。一方インディオ
たちは，征服当初に自分たちに示されたキリスト教の威力を感じていた。
そのよい例が，「聖母マリアの奇跡」である。インディオたちは 1536年に
スペイン人たちを包囲し，彼らの家をことごとく焼き払ったが，スペイン
人たちが聖母マリアに祈願すると，火を放たれた大聖堂は焼けることがな
かったし，またスペイン人が聖母の取り次ぎを願うと，インディオたちの
目がくらまされ，スペイン人たちが救出されるという奇跡が起こった。こ
の奇跡を実際に体験したインディオたちは，スペイン人のために起こった
奇跡を，自分たちがキリスト教徒となり救われることを，聖母マリアがお
望みになった，と受け取ったのである。このようなできごとからでも分か
るように，宣教師たちは，宣教という立場からインディオが行っている宗
教的儀式や慣行を借用して，自分たちの宣教活動に役立たせる道を模索し
ていたのである。このような初期のぺルー教会と宣教師たちの寛容な姿勢
は，二つの特徴的な宣教方法に見られる14）。
その第 1は，インディオの悪習である偶像崇拝について，宣教師たちが
彼らに論理的且つ客観的説明を行ったことである。神から理性を授かった
インディオは，たとえアンデスの伝統的宗教の影響を受け誤った判断をし
ていても，宣教師たちが忍耐強く論理的に説得するなら，やがて正しい判
断力に戻り，キリスト教の神を認め信仰できる人間になると確信していた。
アコスタは，その一つの例として，あるまじめで立派なキリスト教徒の部
将が，太陽は神ではなく，神の造られたものに過ぎないことを納得させた
という論法を聞いて，次のように語っている。
「まず首長であるカシーケに，手紙を持たせるために足の軽いインディオ
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をひとりよこせと頼む。それが果たされると部将はカシーケに向かって問
いを発する。さあ，誰が頭でいちばん偉いのか。あんなにも早く手紙を運
ぶあのインディオなのか，それとも運ぶように命じたお前なのかと。カシー
ケの答えはこうだ。もちろん私の方が偉い。なぜならあの男は，私の命じ
ることを行うにすぎないから。そこで，結局同じことが（と部将は答えて
言う）われわれの目に見えるあの太陽と，万物の創造主の間についてもい
えるのだ。つまり，太陽は，あの至高の主の召使にすぎないので，主の命
令を受けて，あのようにうまずたゆまず身を軽くして動きまわり，すべて
の人々に光をもたらす。だから，創造主であり万物の主である方に捧げる
べき尊敬を，太陽に捧げることが，いかに理屈に合わず，間違ったことが
分かるだろう。」15）
アコスタは，この話を聞いたインディオたちが部将の説明に納得し，太
陽崇拝を放棄したと記している。またアコスタは，インディオが陥ってい
る邪悪な生活は，偶像崇拝に根ざす永年の習慣による産物であり，愛と忍
耐によってこれらの悪習から徐々に遠ざけるとともに，適切な教育によっ
て矯正することが可能であるとも述べている。しかしながら，インディオ
の宗教に対するこのような論理的説明はある程度効果があったとしても，
ヨーロッパ人の理知的発想の展開は，当時の無学なインディオたちにとっ
て難解であったことも容易に想像できる。
初期のぺルー教会で宣教師たちがとったもう一つの方法は，インディオ
の宗教形式に相当する儀式や慣行を宣教の目的で借用し，その内容に相当
する心の中の崇拝対象を，自然の被造物，あるいは彼らが造った神々とそ
れらの背後にある悪魔から，キリスト教の神に代える手法であった。それ
はぺルー教会が，インディオの宗教を完全に破壊すれば，その有益な部分
まで捨ててしまうことになるので，彼らの宗教的慣行を部分的に温存させ
ることによって，異教からキリスト教への段階的移行を計ったのである。
ぺルー教会のこのような姿勢をよく反映しているのは，1567年に開催さ
れた第 2回リマ教会会議の諸決定である。たとえば，インディオが農作物
の豊饒を願う儀式についての条項に，インディオの儀式の慣行を温存させ
ながら，豊作はインディオの神々の業ではなく，キリスト教の説く神の賜
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物であることを教えることや，死者崇拝を容易に放棄しないインディオに
対しては，キリスト教徒であるスペイン人も死者への敬意を表わす習慣が
あることを示すため，11月 2日の死者の記念日に「死者ミサ」と墓参を
行うよう勧めた。また第 2回リマ教会会議は，宣教師たちが死者の記念日
とインディオの死者崇拝とを宣教活動に利用しながらも，インディオたち
が混同しないようにと宣教師たちに注意を促している。このように，イン
ディオの宗教儀式と慣行を活用することが宣教活動の方法であったが，そ
れは丁度カトリック教会が古代末期から中世初期にかけてギリシャやロー
マの知的伝統を取り入れ，キリスト教の教義を体系化したように，ぺルー
にキリストの福音がもたらされる前のインディオの宗教と文化を肯定的に
評価し，それを福音宣教に活用しようとした試みであった。アコスタが述
べているように，このことは新大陸の地に福音が入ることをお計りになり，
準備された神の驚くべき計画であった，と当時の宣教師たちは受けとめて
いた16）。宣教師たちは，インディオ自らが自分たちの宗教的誤謬を認め，
キリスト教を自分から積極的に受け入れる可能性を期待していたのだと思
われる。
しかし，アリアーガは，当時の宣教師たちのインディオに対する認識の
甘さを指摘して，
「宣教師たちは，インディオがこのような祭りを催すのを見ても，だれも
悪いこととは考えず，むかしの踊りを踊って楽しんでいるのだ，ぐらいに
考え，せいぜいのところ，空しい迷信なんだから大して気にすることもな
い，と考えていた。」17）
と述べている。宣教師たちのこうした寛容さと楽観的姿勢によって，イン
ディオたちはますます大胆になり，彼らの目を欺いて伝統的且つ宗教的儀
式を行っていた。インディオたちは，キリスト教を自分たちの宗教と同じ
ものであると見なしていたようだが，その原因をアリアーガは，
「このふたつの誤りと偽りは，悪魔やその祭司たちが，すべてのインディ
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オたちに盲目的に信じこませているが，まずそのひとつは，つぎのような
彼らの理解である。彼らはそれを口に出して言う。つまり神父たちが説教
することはすべて真実であり，エスパニャ人たちの神はよい神である。し
かし，神父たちが語り，説教することは，ビラコチャやエスパニャ人たち
のためのものであって，じぶんたちのためにはワカや，マルキや，祭典や，
その他祖先たちが教え，また老人や邪術師たちが教えてくれるその他すべ
てのことがらがあるのだ，というのである。このような説得はインディオ
たちにたいしてよくおこなわれ，邪術師たちもなんべんとなくくり返して
いる。だから，ビラコチャたちのワカは聖像であり，じぶんたちが固有の
ワカを持っているように，あの人たちもあの人たちのワカを持っている，
と言うのである。この偽りと誤りはきわめて有害である。さらに右のもの
よりもっとよく見られるもうひとつの誤りは，いわば両手を使ってふたつ
の物に同時に仕えることである。私が知っているある地方で，一枚の同じ
布地から，聖母のマントと，ワカのための肌着を作ったことがあった。彼
らは，じぶんたちのワカを拝み，同時に父と子と聖霊を神とみなして，イ
エス・キリストを崇拝することが可能だ，と感じもするし，また言いもす
るのである。だから，むかし通りワカに供えものをして，その祭典を開き，
また，教会に来てミサを聞き，告解し，聖体拝領さえするのである。ただし，
聖体拝領に関しては，われらの主が，彼らのうちに恐れを吹き込み，容易
ならぬことであるとの観念を植えつけられたので，それを受ける資格のあ
ると思われる者にすすめても，なかなか思い切らず，われわれの信仰の神
秘を十分学び，じぶんたちの誤りを十分に悟って，ほんとうに聖体拝領の
準備ができてはじめて願い出るのである。しかしふつう一般には，インディ
オはワカもコノパもむかしのまま持ち，祭典も禁止されず，悪習や迷信を
罰せられもしないで，彼らの嘘っぱちがわれわれの真理と相容れるもので
あると考え，また彼らの偶像崇拝がわれわれの信仰と矛盾しないとして
いる。」18）
と述べている。彼は，偶像崇拝がインディオの間に広がっている具体的原
因について語っているが，同時にこの話は，インディオの伝統的宗教に対
する宣教師たちの対応と，インディオのキリスト教に対する対応とが如何
に異なっているかを明確に表わしている。
偶像崇拝の根絶について
上述のように初期のぺルー教会と宣教師たちは，インディオの伝統的宗
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教の外面的儀式や慣行を宣教目的に利用し，ただ彼らの教義については異
教の神々，すなわち悪魔の潜む自然の被造物や人造物の神々を，キリスト
教の神に代えようと寛大な態度をとったが，やがてその方策がインディオ
に思わぬ誤解を生み，宣教上得策でなかったことに気づくのである。すな
わち宣教師たちは，旧約聖書や教父たちの著書に現れている偶像崇拝を比
較参考にして，インディオの宗教を理解し，徐々にインディオの宗教的慣
行は邪悪であり誤謬であって，悪魔崇拝であると断定するに到ったのであ
る。それには，特に 1608年にリマ東部のアンデス山地ワロチリ地方のサン・
ダミアン村で起こった事件がきっかけとなった19）。この事件によって，ぺ
ルーの宣教師たちはインディオに対する強制的改宗政策へと方向転換を余
儀なくされ，以後は様々な手段を使って偶像の破壊活動を強めていくよう
になった。その事件とは，サン・ダミアン村の主任司祭フランシスコ・デ・
アビラ（Francisco de Avila）が，自分の小教区において表面はキリスト教
を装っているインディオたちが，実は密かに「偶像崇拝」を守り，キリス
ト教の祝日や祭りに便乗して，自分たちの伝統的神々を崇拝し，祝ってい
るところを発見し，この発見の情況をリマにあるイエズス会本部に報告す
ると，イエズス会の管区長ディエゴ・デ・アルバレス・デ・パス（Diego 
de Alvarez de Paz）が，直ちに二人の会員を現地に派遣して綿密な調査を
させ，邪教の存在を示す数多くの証拠品を発見したことである。
アビラは 1609年リマに行き，大司教バルトロメ・ロボ・ゲレーロ
（Bartolomeé Lobo Guerrero）と副王を説得して，同年 12月に宗教裁判を開
かせ，妖術師エルナンド・パウカル（Hernando Paucar）に鞭打ちの刑を執
行し，偶像崇拝に関する大量の物品を焼却した。1610年にはアビラが「偶
像崇拝の巡察使」に任命され，あちこちの地方で邪教を摘発して，ぺルー
における大掛かりな偶像崇拝の根絶運動が開始された20）。リマの大司教ゲ
レーロは，1613年に教会会議を召集し，偶像崇拝の根絶が当面緊急の課
題であることを力説した。この運動の中心的役割を果たしたのはイエズス
会員たちであり，多くの宣教師が巡察使と共にアンデス山中の村々を巡っ
て，邪教の摘発と宣教推進に貢献した。1619年には国王フェリペ三世に
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膨大な報告書が提出され，2万 5千件以上の偶像崇拝の調査結果が報告さ
れた。アビラはこの運動の先頭に立って活躍したが，1619年にはラ・プ
ラタ大聖堂参事会員に任命され，彼の後任としてパブロ・ホセ・デ・アリ
アーガが任命されて，ぺルー教会における偶像崇拝の根絶運動の中心人物
となった。
なぜ，このような事態がぺルー教会とインディオとの間に生じたのであ
ろうか。前述したように当時の宣教師たちから，インディオがその本性に
おいてキリスト教徒であり，しかも彼らの伝統的宗教は潜在的キリスト教
であると聞かされたインディオたちが，キリスト教とは自分たちの宗教の
ようなものであり，なお且つキリスト教徒とは自分たちのような者である，
と納得したからであろう。当時のインディオたちがキリスト教をどのよう
に解釈し，対応したかについての記録はあまりにも少ないので，この解釈
は推測に過ぎない。一方，宣教師の側には，インディオがキリスト教に関
して陥りやすい過ちについて述べている記録がある。その代表的なものは，
17世紀以降アンデスのいたる所で展開されたインディオの偶像崇拝の根
絶運動に関する，宣教師向けの手引書となったアリアーガの『ピルーにお
ける偶像崇拝の根絶』という著書である。彼によれば，インディオたちは
キリスト教について全く無知で，しかも誤った先入観を持っているのが偶
像崇拝の根源となっている。だから，偶像崇拝の原因となったのは，イン
ディオに対する教育と公教要理教育の不足であり，また他の原因は，イン
ディオの偶像崇拝を指導する祭司や教師の数が宣教師より多く，しかも首
長や村長が彼らを保護していることにあった，と記している21）。ぺルー教
会と宣教師たちは，インディオをキリスト教徒にするには，彼らを偶像崇
拝へと向けさせている祖先の遺骸であるマルキやミイラなどを捜索し破壊
する以外に道はないと考えた。そのためにぺルー教会は，「偶像崇拝根絶
巡察」を制度化した22）。この制度は，偶像崇拝をしているインデイオを告
発し，裁き，処罰できるなどの強力な権限を巡察使に委託する制度であっ
た。アリアーガは，巡察使が偶像の根絶の対策として町村に指令書を配布
し，インディオたちが指令書に従うよう命令していた。その指令書の中に
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は，
「今後，いかなるインディオ男女も，ワカの名によって名を呼んではならぬ。
したがって，クリ，マンコ，ミサ，チャクパ，リビアクと呼ぶことはでき
ない。サンティアゴも不可で，ディエゴと呼ばなければならない。そして，
こうした名のどれかを子供につけた者は，街頭において 100回の鞭打ち刑
に処し，当改宗区の司祭および助任司祭は，当人を偶像崇拝に復帰した者
と見なして処置する。そして，これまで右の名のいずれかを持っていた者
は，それを棄却し，エスパニャ人や聖徒の名によって新しい名でみずから
を呼ぶようにさせることを命ずる。」23）
という指令を記録している。普通，巡察使たちは大司教に任命され，書記
官や通訳を引き連れて村々の偶像崇拝情況を調査し，被疑者を尋問し，判
決を言い渡し処罰した。巡察使一行の厳しい取調べに対して，数人のイン
ディオが改心し白状したことを，
「むかしは偶像崇拝がおこなわれ，ワカに行きましたが，ここに巡察がお
こなわれてのち，現在では偶像崇拝はなくなっています。しかしながら，
家とか畑とかで，また心の中でそれをおこなうことは止められておらず外
に内にそのしるしはあります。と言いますのは，悪魔の強制によって，こ
の時代のあとに別の時代がやってきて，聖職者たちが油断している間に
むかし通りに戻っても安全になるだろう，と信じこませられているからで
す。」24）
とアリアーガは伝えている。
インディオが述べているように，巡察の目標はある程度成功した。しか
し，巡察使たちが行った拷問や尋問，密告などのあらゆる手段は，インディ
オたちの偶像崇拝を根絶し，真のキリスト教徒を育成したというにはほど
遠かった。というのも，宣教師たちがキリスト教の信仰を暴力をもって強
制しようとすればするほど，インディオの心は信仰から離れ，またインディ
オの伝統的宗教を破壊活動で根絶しようとすればするほど，インディオの
宗教はますます根深いものになっていった。このことについて，アコスタ
は，
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「信仰を傷つけたのは暴力であり，暴力を易々と許す状況にあった。植物
は生育するはじめになにか問題があって曲がってしまうと，のちにその欠
陥を直そうとしても，大きく成長していてどうしようもないことがある。
そうなれば，切ってしまうか，曲がったままにしておくかのいずれかであ
る。これと同じことがインディアスの人間に起こっている。というのも，
彼らは自由意志による本心からではなく，強制されて偽りの心から福音を
受け入れたからである。というのも，福音を受け入れるように説得したの
は言葉というよりも剣の力，宣教者の平和的な説教ではなく，兵士の残虐
さと恐怖だったからである。であれば，彼らがどれだけ福音に不忠実な人
間であるか，彼らが標榜するキリスト教なるものがいかに見せかけで，表
面的なものであるかは，言うまでもない。そのため，彼らは，誰も見てい
ないとなると，先祖から伝わる昔ながらの風習に戻ってしまう。このよう
なわけで，彼らが教会の規則を守っているという証拠を手に入れるには，
力に訴え，彼らに恐怖を与えないかぎり，不可能である。これは全能なる
神に対する途方もない侮辱であり，同時に，魂にとっては無限の不幸であ
る。」25）
と述べて，暴力による信仰の植付けを極力否定した。彼が言うように，暴
力とか強欲とかいった強行手段に代えて，キリストの愛に満ちた無私の使
徒的方法によるインディオのキリスト教化を実現させていたならば，事態
は大きく変わっていたに違いない。あるインディオがアリアーガに白状し
ているように，心の中の偶像崇拝に対して行われた強制的改宗政策は，功
を奏しなかったと言わざるを得ない。なぜなら，外面ではインディオたち
がキリスト教徒として振る舞っていても，心の中では祖先伝来のワカやマ
ルキをいつまでも崇拝しつづけることが可能であったし，事実 17世紀中
葉には，心の神を重要な拠点として，キリスト教に対するインディオの抵
抗運動がそれまでとは違った形で現れてきたからである26）。
ペルーの宣教活動の一側面を考察してきたが，征服者ピサロと共にぺ
ルーに渡ったドミニコ会の最初の宣教師たちと，彼らの後につづいた諸修
道会の宣教師たちの宣教活動は，インディオをキリスト教に改宗させるこ
とと，彼らの伝統的宗教を根絶することとに集約される。当時の宣教師た
ちには，いつも異教徒の教えがカトリック教会の教義に則して，真理か誤
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謬かという明確な判断が求められていた。したがって，初期の頃の宣教活
動においては，インディオの伝統的宗教の形式と内容とをはっきり区別し
ながら，インディオの宗教的形式である儀式や慣行を福音宣教の目的で借
用し，その内容に相当する心の中の崇拝対象であるワカや祖先遺体などの
伝統的教えをキリスト教的教義に変えようとする試みもなされた。つまり
宣教師たちは，前述したように，インディオがその本性においてキリスト
教徒であり，しかも彼らの伝統的宗教は潜在的キリスト教であるというと
らえ方をなし，初期のころはインディオたちもその考えに納得していた。
しかし，このような両宗教の共存と借用という関係は，やがて対立という
険悪な状態となり，双方が本質的に異なっていることが確認された。それ
で宣教師たちは，インディオたちがキリスト教を深く理解し受け入れるこ
とができないのは，彼らが無知であるばかりではなく，悪魔の仕業に惑わ
されているためだと判断し，さまざまな手段を用いて彼らの宗教を破壊す
ることにした。なかでも祖先の遺体を崇拝したり，または死者をミイラ化
して保存したりするインディオの慣行を，悪習と見なして根絶することに
した。その目的を達成するため，宣教師たちは自らあるいは巡察使を使っ
て，洞窟に保存されていた祖先の遺体を見出し，それらをインディオたち
の面前で焼いたり，ワカを崇拝していた者たちを捕えて鞭打ちや剃髪，追
放などの厳しい処罰を課して，偶像崇拝を絶滅しようとした。ところが，
インディオにとり偶像崇拝の根絶は，まさにインディオの文化を破壊する
政策であった，と言われているように27），宣教師たちはインディオの宗教
を自分たちの文化と宗教の視点からだけ解釈していた。ぺルーの副王トレ
ドが国家事業の政策として，カトリックに改宗させるインディオに対して
暴力の使用を正当化していたように，宣教師たちも，改宗に抵抗し偶像崇
拝にふけるインディオに対して厳しい態度で臨み，偶像崇拝の根絶運動を
強引に推し進めたことも事実である。それによって，宣教師たちがインディ
オをキリスト教に改宗させるという当面の目標は，表面的には達成された
かのように見えた。しかし，前述したように，インディオたちは表向きに
はミサなど教会の儀式に与かり，ひざまづいて祈り，ゆるしの秘跡を受け
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たとしても，それはうわべだけの強制された行為であって，征服当初と変
わらずに，隠れて，あるいは心の中で自分たちの神々を信奉していた。
16世紀中葉には，スペイン人の征服体制からの解放を求めて，キリス
ト教と宣教師たちに対する抵抗の現れとして，「タキ・オンコイ（踊り病）」
が起こった。タキ・オンコイを広めたのは，ワカのお告げを広める説教師
であったが，彼は，キリスト教の宣教活動によって顧みられることのなく
なったワカの復活を説き，インディオの伝統的神々が，スペイン人や宣教
師に協力するインディオに降りかかる災難や報復についても語り，キリス
ト教の信仰を棄ててアンデス古来の宗教に戻るよう勧めた運動であっ
た28）。このような運動が起こった背景には，インディオの宗教の神官や祭
司が多く，宣教師が不足していてインディオに対する司牧的配慮が十分
でなかったことや，またグァマン・ポマが指摘しているように29），一部の
教区司祭や宣教師が世俗化し，インディオを酷使して商売に熱心であった
り，また彼らは宣教の士気が低い上に，婦女暴行を働いたり，司祭として
の聖務を怠って，横暴な裁判官ように振舞っていたからである。そして何
よりもぺルーの宣教史上大きな汚点であり失敗であったのは，外的内的暴
力による「偶像崇拝根絶運動」という宣教方法を取ったことである。アコ
スタは『新大陸自然文化史』に，スペイン人がインディオを酷使したり虐
待して，まるで彼らを動物と変わりないような扱い方をしていると記して
いる30）。また彼は，『インディオの救いの促進』の中で，インディオたちは，
自由意志による本心からではなく，強制されて偽りの心から福音を受け入
れた。インディオたちに福音を受け入れるように説得したのは言葉という
よりも剣の力，宣教師たちの平和的な説教ではなく，征服者たちの残虐さ
と恐怖だったからである。だから，インディオの信仰生活は見せ掛けで表
面的であった。そのため，彼らは誰も見ていないとなると，先祖から伝わ
る昔ながらの宗教や風習に戻るのである。スペイン人や宣教師たちは，イ
ンディオたちが教会の規則を守っているという証拠を手に入れるには，力
に訴えて彼らに恐怖を与えない限り不可能だというけれども，前述したよ
うに，暴力による強制的信仰こそは，全能の神に対する大きな侮辱であり，
― ―17
またインディオの魂にとっては無限の不幸となる，というアコスタの言葉
から，ぺルーにおけるインディオの偶像崇拝に対する暴力的絶滅運動は過
ちであり，是正されるべき事柄であった。
したがって，ぺルーの宣教活動についての歴史家や著述家が，ぺルーに
おける宣教活動の成果は表面的で，しかもインディオが仮にキリスト教
を受け入れたとしても，その神を人間界の外側にある別の世界に追いや
り，自分たちの世界のできごとに神が与える影響を認めない31），と言って
いることは妥当と思われる。ラス・カサスは，ぺルー教会の偶像崇拝に対
する武力による根絶を批判し，インディオを死に至らしめたり，破壊した
りせずに，キリスト教に改宗させるのが不可能な場合，国王がインデイオ
の支配者であることをやめ，インディオがキリスト教に改宗しなくても，
なんら問題はない，とはっきりと言いきっている32）。これに対しぺルー
の年代記作者であるエル・インカ・ガルシラソ・デ・ラ・ベガ（El Inca 
Garcilaso de la Vega 1539年―1616年）は，ぺルーにキリストの福音が伝え
られたことをもって，スペイン人の征服を正当化しているが，これはぺルー
の武力によるキリスト教化に賛同している言葉として受け止められてい
る33）。歴史的にみれば，スペインの征服者たちや宣教師たちの宣教活動の
暴力的方法が激しく非難されているが，確かに彼らのとった行動は多くの
点で誤っていたことを認めざるを得ない。というのは，征服者たちはイン
ディオの住んでいた領土を略奪し，インディオの所有物を搾取し，その上
インディオを奴隷にした。宣教師たちも征服者の権力と武力を借用して，
インディオたちにキリストの福音を押し付けたことは正当化することがで
きない。
しかし，かように非難されるべき数多くの点があったにもかかわらず，
すぐれた活動やインディオのために有益となったことも多くあった。スペ
インの征服者や宣教師たちは，インディオから単に利益を得ようとしたば
かりではなく，真のキリストの愛をぺルーに宣べ伝え，宣教師たちが持っ
ていた最もすぐれた宝である神への信仰をインディオに与えた。ぺルーに
おける初期の頃の武力や暴力による宣教活動は，誤りと失敗のキリスト教
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化ではあったが，しかし，ぺルーのインディオたちの心に蒔かれた一粒の
からし種である信仰の芽は，知らぬ間に長い歴史を通して現代までぺルー
やラテンアメリカのインディオたちの中で活き活きと成長し発展してい
る。このことを見れば，ぺルーにおける先人の宣教活動が，新大陸の地に
福音が入ることをお計りになり，準備された神の驚くべき計画であったと
言わざるを得ない。このような歴史的事実をふまえて，私たちの宣教活動
においても，ぺルーにおける宣教師たちの活動の功罪をよく見極め，真の
神への信仰を深い愛に根ざした普遍的方法で宣べ伝えるなら，もっと成果
を上げることができるのではないかと確信している。
２．メキシコにおけるサアグンとドゥランの宣教活動について
の考察
メキシコにおける宣教活動は，1524年，12人のフランシスコ会員たち
が到来すると本格化していくが，その宣教活動の成果は華々しく，原始キ
リスト教時代を思わせるほどのみずみずしさがあった。初期の宣教師たち
の記録によると，洗礼を受けたインディオの数は数十万から数百万の数に
のぼったと記されている34）。しかし，16世紀後半に入ると，第二世代の
宣教師たちから，改宗したメキシコのインディオたちの信仰の中身につい
て深刻な疑問が投げかけられるに到った。その代表的批判者は，当時イン
ディアスにおける福音宣教の主役になっていたフランシスコ会員ベルナル
ディーノ・デ・サアグン（Bernardino de Sahagún，1449頃―1590）とドミ
ニコ会員ディエゴ・ドゥラン（Diego Durán， 1537？―1588）であった。彼
らは同じ時代に生き，第二世代の宣教師としてインディオの福音化に取
り組んだ。それで本論は，サアグンの著書『ヌエバ・エスパーニャ総覧
（Historia General de las cosas de Nueva Espan~a）』と『メシコ戦争（Relación 
de la Conquista de esta Nueva Espan~a）』とから，またドゥランについては，
彼の著書『ヌエバ・エスパーニャ誌（Historia de las Indias de Nueva Espan~a 
e Islas de la Tierra Firme）』と『暦について（El Calendario Antiguo）』を主
な資料として，この二人の宣教活動に関する考え方と違いについて，論述
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することとする。
サアグンとドゥランが見聞したインディオたち
ベルナルディーノ・デ・サアグンは，1499年頃スペインのレオン地方
カンポスで裕福な家庭に生まれた。彼はサラマンカ大学で神学，ラテン
語，自由学芸などを学び，1516年頃サラマンカにあったフランシスコ会
に入会した。1526年頃司祭に叙階され，修道会司祭として研鑽を積んだ
のち，1529年，アントニオ・デ・シウダ・ロドリゴ（Antonio de Ciudad 
Rodrigo）の率いるフランシスコ会宣教団の一員としてヌエバ・エスパー
ニャ（メキシコ）に到着し，5年間トラルマナルコとソチミルコで修道院
建設に従事し，同修道院の院長として宣教活動を行った。1555年，征服
に関するナワトル語テキストを執筆し，1564年には，トラテロルコで福
音書などのナワトル語訳と有名なアステカの神官と宣教師との対話を完
成した。また 1577年には，『綜覧』のスペイン語テキストを作成し，1585
年には，アステカの暦法や占星術に関する作品を完成した。その後『綜覧』
第 12書の「メキシコの戦争」を書き改めた後，1590年に死去した35）。サ
アグンは，インディオへの宣教活動の基本は，スペイン語ではなくインディ
オの言葉を通して行われることが最良の方法である，という一貫した考え
を持っていた。
一方，ディエゴ ・ドゥランは，スペインのセビリャに生まれ，1542年
もしくは 43年，つまり 5，6歳頃にメキシコに渡った。 ドゥランの将来を
決めたといえるこのメキシコ行きについては，それが家族そろっての移住
であったかどうか確認できないが，父親が先にメキシコに行き住んでいた
ともいわれている36）。 メキシコでは テスココ湖畔に栄えるテスココ市で過
ごし，1554年頃ドミニコ会に入会し， 18歳の若さでドミニコ会の白黒の
修道服を着衣し，1556年 3月 8日，正式にドミニコ会員になる初誓願を
立て， 1559年に司祭に叙階された。1561年オアハカ修道院に移り，1565
年にはメキシコ市の近郊に戻り，1581年ウエヤパン修道院の院長を務めた。
1586年には，メキシコ市でインディオ女性マグダレナ・マルタのために
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ナワトル語通訳を務め，1587年のある時期，同市の聖ドミンゴ修道院で
病床に伏し，1588年，51歳で死去したといわれている37）。
サアグンは著書『メシコ戦争』の中で，メキシコにキリストの福音がも
たらされる 10年前に起こったこととして，1年間にわたり様々な徴候や
前触れが現れたことを記している38）。この様々な現象は，キリストの福音
がインディオたちの地に伝えられる前兆と考えられた。その主なものの一
つは，非常に大きなしかもこうこうと輝く火で，舌のようなものが空に現
れたことである。その火は大きなかがり火のようで，ピラミッドの形をし，
真夜中に現れはじめ，次第に大きくなって，夜明け頃に空の中心にまで達
した。太陽が昇ると輝きを失い，翌日の真夜中に再び現れた。そのような
現象が一年間毎晩つづき，インディオたちは大きなできことが起きる前触
れだ，と恐怖に怯えていた。もう一つの前触れはメキシコで起こったこと
で，ウィツィロポチトリ神殿39）がひとりでに延焼したことである。この
神殿はメキシコ人の主神殿で，数ある神殿の中で最大のものであった。火
災の原因や事情は誰にも分からなかったし，大勢の人が駆けつけて大量の
水をかけたが効果がなく，水をかけるとかえって火の勢いは強まって，つ
いに神殿は焼け落ちたという。また昼間に起きた出来事だが，非常に長い
尾を持つ彗星が落下し，その現象を目撃した人たちは大いに狼狽したとい
う。その後，メキシコとテスココの間にある湖の水が，風もなく，また別
に原因があるわけでもないのに，泡をたてて沸騰する湯水のように煮えた
ち出したので，このような湖水の変化に人々は大騒ぎをした。この他の前
触れとして，湖で魚をとっていた漁師たちが大きさも色も鶴と変わらない
鳥を捕獲したことや，頭が二つで胴体が一つしかない人間と，それに似た
奇怪な人間がたびたび現れたことである。人々が彼らをメキシコの君主モ
クテスマの面前に連れて来て，モクテスマがその奇怪な人間を見ると，彼
らはたちまち姿を消してしまったという。このような種々様々の不思議な
現象や前触れは，その後のできごとやインディオたちにふりかかったいく
つかの災い，さらには，間もなくキリストの福音が到来するという予告で
あった，とサアグンは記している。
― ―21
また，サアグンは同じ著書の中で，征服者ヘルナン・コルテス（Hernán 
Cortés 1485?―1547）を通して行われた神の働きについて，次のように述べ
ている40）。主なる神は，この広大な土地をコルテスの征服時まで故意にし
かも密かに隠しておられ，これらの秘密をご自分の教会であるカトリック
教会に明かすことを決断された。神のこのお望みは，メキシコの地を破壊
し，インディオを苦しめるためではなく，彼らを偶像崇拝の暗闇から連れ
出してカトリック教会へ導き，キリストの福音を教えるためであった。そ
して，彼らが神キリストへの信仰を持ち，この世の生活が終わった後に与
えられる，天上の至福を得るためであった。このような崇高で重大な事業
を司令官コルテスにゆだねられ，彼はその道を切り開き，偶像崇拝者たち
が固く閉じていた壁を突き崩したのである。その上に，神は司令官コルテ
スの面前で，また彼を介して，メキシコの地を征服するときに数多くの奇
跡を行われた。旧約聖書にあるイスラエルの総司令官ヨシュアが約束の地
を征服したように，最初の奇跡は，少人数であったにも拘らず，勇敢な司
令官とその部下がトラスカラのインディオを相手にした戦いで勝利したこ
とである。このことは，人間の力では到底及ばないことを神が行われた証
である。また神は，司令官コルテスとその部下を，インディオたちの間に
蔓延していた恐ろしい病気から守り，壊滅寸前の戦いから奇跡的に救われ
た41）。同じように神は，司令官が敵に打ちのめされた後にも，再び征服戦
を続行できるよう救いの手を差し伸べられるという奇跡も行われた。神は
司令官コルテスを，征服の過程で敵に殺される寸前に救い出されたことも
あった。最終的に勝利を収めた司令官コルテスは，エスパーニャ国王に対
してはキリスト教徒として，また忠実な兵士として振る舞い，早急に戦闘
の経過とその勝利をカルロス国王に報告した。国王はそれに基づいて教皇
に書簡を送り，インディアスに住んでいるインディオたちを改宗させるた
めに，数多くの宣教師たちを派遣するように要請したのである。サアグン
は，このことは初めから神のご計画であったと確信していた，と記してい
る42）。
このような確信に満ちてメキシコの地にやって来たサアグンが，宣教活
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動開始直後に目にしたのは，インディオの偶像崇拝の姿だけであった。し
かし，彼よりも先にその地で宣教活動をしていた二人のフランシスコ会
員から，彼らがその地に到着する以前に福音宣教が行われていたことを示
唆する数枚の絵があることを知らされた。その絵の一つは，十字架上で死
去したキリストの足元にいる，母マリアと二人の姉妹の姿を描いたもので
あった。さらに彼が驚いたことは，宣教活動をしていた地方のインディオ
たちの間には，告白の制度があったことである。この告白は，一生に一度
だけなされるもので，老人になってから行われるものであった。告白者は
神官のところに行き，密かに自分の罪を告白し，罪の赦しを得ていた。神
官は告白者に真剣な悔い改めを説くという形式で，カトリック教会の赦し
の秘跡に類似していた。この二つの事実から，サアグンは，それらをメキ
シコとその周辺で以前にキリスト教宣教が行われていた痕跡と判断し
た43）。インディオたちが宣教師から教えられた信仰を全く失い，もとの偶
像崇拝に戻ったのは，彼らは福音を聞いたけれども，キリストの教えを指
導する宣教師たちがいなくなると，教えられた信仰をすっかり忘れ，以前
の偶像崇拝に逆戻りしたのだ，とサアグンは自分の長い宣教活動の経験か
ら考えたのである。彼は宣教師として，
「神である我らの主は，これまでの経験から，この人たちが頑迷で，これ
までもまた今も，彼らのために費やしている苦労が実り少ないことを御覧
になったうえで，スペイン人を彼らに与えることを望まれたように思われ
る。それはスペイン人がカトリック信仰の教えが湧き出る泉となり，かり
に彼らがくじけても，常に新たなスペイン人の司祭がいて，彼らを信仰
の本道へ戻すためである。」44）
と述べて，メキシコのインディオの生活の中に偶像崇拝の風潮が広く深く
根を張っていることを重視し，偶像崇拝と闘う姿勢を徐々に確立していく
のである。
これに対しドゥランは，幼児期から青年期まで，メキシコのテスココ市
でインディオたちと生活していたので，効果的な宣教活動を展開するには，
何から先に手掛けるべきかを知っていた。彼は，著書『ヌエバ・エスパー
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ニャ誌』の中で，
「彼ら（インディオたち）が生きてきた信仰生活の全容がわからなければ，
いかに努力しても目的を達成することはできない。……当地（メキシコ）
の哀れで信仰の薄い人々が我らの神聖なキリストの法と宗教に彼らの神事
や迷信を混ぜ合わせないようにするには，彼らが信奉していた偽りや迷信
を根本から理解することが緊要である。彼らが信奉していた神事や迷信は
無数にあり，複雑に絡み合っているうえ，その多くはわれわれのもの（キ
リスト教的事柄）ときわめて似かよっているため，われわれの信仰と見分
けがつかないありさまになっている。……彼らは，なにをするにも，迷信
と偶像崇拝にしたがった。」45）
と述べているように，インディオたちの迷信や偶像神について熟知してい
た。
次に両者のこの相違を鮮明にするため，インディオたちが崇拝していた
数多くの偶像神と迷信の中から，サアグンとドゥランが取り上げている主
な偶像神と迷信について彼らが叙述していること，ならびに，彼らが宣教
活動のあり方について同僚たちに行った勧告などを，具体的に調べること
にしよう。
インディオの偶像崇拝や迷信との闘い
メキシコにおける宣教活動は，キリスト教と古代メキシコ宗教との激烈
で息の長い闘いであった。インディオがスペインの征服戦争に敗れたこ
とによって，彼らの神々も敗北死したと思われたが，実際上は，インディ
オの宗教は消滅するどころか，かえってインディオの生活の根底に密着す
るほど根強いものであった。サアグンとドゥランには，征服戦争という方
法で土着しているインデイオの宗教を根絶できるものではなく，カトリッ
クの信仰をもってのみ対処できるという考えがあった。それで，彼らはイ
ンディオの言語を使いながらカトリックの信仰実践を普及させることによ
り，彼らの偶像崇拝や迷信と闘っていこうとしたのである。
フランシスコ会員サアグンは，メキシコのインディオたちがキリスト教
を受け入れたとはいえ，それは見せかけであり，実際は偶像崇拝を続けて
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いると断言している。それで，インディオの福音化に最も障害になってい
た偶像崇拝について，サアグンは，著書『ヌエバ・エスパーニャ総覧』の
中で，
「偶像崇拝，偶像崇拝的儀礼，偶像崇拝と関わりのある迷信，吉凶の前触れ，
偶像崇拝と関わる占いや儀式などの罪はいまだ完全に根絶されたわけでは
ない。この因習を戒めるために，さらにはその実態を知るためにも，偶像
を礼拝していたころの彼らの慣習を知る必要がある。それが分かっていな
いために，目の前で偶像崇拝に関わることが多々行われても私たちは気付
かないのである。彼らのすることを馬鹿げた，子供じみたことだと言って
看過する人もいるが，そういう人は彼らの行為がどこから発しているのか
分かっていない。その根源は偶像崇拝にほかならない。」46）
と述べて，まずインディオたちの間には，偶像崇拝が深く根を張っていた
ことを指摘している。彼は，宣教師として真の成果をあげるには，メキシ
コにいるインディオたちの宗教観を十分に知り理解する必要があると判断
した。それで，メキシコのインディオたちが昔から信じ，現在も信仰して
いる神々が何であるかを解明することこそ，実りある宣教活動への突破口
になるとして，インディオたちの言語である「ナワトル語」までも習得し
たのである。
サアグンは，インディオたちが日常生活の中で信仰していた数多くの
神々と女神，月毎の神々について述べている47）。神々の中でも主なものは，
飢餓，悪病と争いをもたらす神ウィツィロポチトリ（Huitzilopochtli）をは
じめ天上と地上の神テスカトリポカ（Tezcatlipoca），トウモロコシや食糧
の神チコメコアトル（Chicomecóatl），火の神シウテクトリ（Xiuhtecutli），
風の神ケツァルコアトル（Quetzalcoatl），雨の神トラロク・トラマカスキ
（Tláloc・Tlamacazqui），水辺に住む人々の守護神オポチトリ（Opochtli），
海辺に住む人々の神シペ・トテク（Xipe・Totec），商人の神イヤカテクト
リ（Yiacatecutli）などの神々であった。また，インディオが崇めていた主
な女神としては，神の母である女神メカトラポケ（Mecatlapouhque）をは
じめ人間の体の出来物を治す女神ツァポトラテナ（Tzapotlatena），5人の
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悪魔の女神シワピピルティン（Cihuapipiltin），水の女神チャルチウトリクェ
（Chalchiuhtlicue）や情欲と放蕩の世界を治めている女主の女神トラソルテ
オトル（Tlazoltéotl）などの女神がいた。さらに，インディオたちの暦48）
には 18の月の神々があり，彼らはそれぞれの月毎の神に生け贄をささげ，
祭りを行っていた。最初の月の神はアトルカワロ（Atlcahualo）という水
の神で，多くの子供たちを殺し，各地の山頂では子供たちを生け贄にささ
げ，彼らの心臓を取り出し，水の神々に供えて雨乞いの祭りをしていた。
2番目の月の神は皮はぎの神で，トラカシペワリストリ（Tlacaxipehualiztli）
といわれ，3番目の月の神はトソストントリ（Tozoztontli）で雨の神であ
り，4番目の月の神はウエイトソストリ（Ueytozoztli）と言われて，トウ
モロコシの神である。5番目の月の神はトシュカトル（Toxcatl）で，この
月には一人の若者を生け贄にする神の木の祭りがなされていた。6番目の
月の神はエツァルクワリストリ（Etzalqualiztli）と言われる雨の神々で，7
番目の月の神はテクイルウィトントリ（Tecuilhuitontli）という塩の女神を
称えて，女性が殺され生け贄にされる祭りを求める神である。8番目の月
の神はウェイテクイウィトリ（Ueytecuihultli）というトウモロコシの女神
で，この月には貧しい人々に食物が振る舞われ，女神の衣装を着けた女性
の一人を生け贄としていた。9番目の月の神は戦争の神で，トラショチマ
コ（Tlaxochimako）と言われた。10番目の月の神はショコトル・ウエツィ
（Xocotl Huetzi）で，この月には火の神の祭りが行われた。多くの奴隷が
両手両足を縛られ，生きながらに火中に放り込まれ，息絶える前に火から
引きずり出されて心臓をえぐり出す祭りである。11番目の月の神はオチ
パニストリ（Ochpaniztli）で，この月には一人の女性が生け贄にされる神
の母の祭りが行われた。12番目の月の神はテオトレコ（Teotleco）で，こ
の月にはあらゆる神々への祭りが行われた。13番目の月の神は山の神で，
テペイルウィトル（Tepeilhuitl）と呼ばれ，14番目の月の神はケチョリ
（Quecholli）で狩猟の神であり，この月には大勢の奴隷が生け贄にされた。
15番目の月の神はパンケツァリストリ（Panquetzaliztli）で戦争の神であり，
16番目の月の神は雨の神々でアテモストリ（Atemoztli）と言われ，17番
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目の月の神は，この月には一人の女性を生け贄にして捧げる祭りがなされ
る女神ティティトル（Tititl）であった。最後の月である 18番目の月の神
はイスカリ（Izcalli）と呼ばれ，この月には多くの捕虜や奴隷が生け贄に
される火の神への祭りが行われていた。サアグンが記述したこれらの神々
の属性や姿，格好，あるいはそれら神々にささげられた祭りや儀式の様子
などについては，サアグンがインディオたちの長老たちから直接聞いたも
のである，と書き加えられている49）。
サアグンは，インディオたちが崇めていた神々と女神，月毎の神々を偶
像神と位置づけ，彼らの偶像崇拝を撲滅するため，まず旧約聖書の『知恵
の書』を引用して，次のように述べている50）。神は，偶像崇拝という暗闇
と誤謬の中にいるインディオたちに，真の神を照らす光を与えられた。こ
の光を受けた彼らは，この光によって導かれ，悪魔の手から天上の王国を
自分たちのものにすることができるようになった。サアグンは「偶像崇拝
への論駁」の中で，『知恵の書』14章を意訳しながら，メキシコのインディ
オたちが信仰している神々は悪魔であり，被造物であるとし，これらの神々
への偶像崇拝はキリスト教の神に対する大きな罪であって，現今の不幸や
禍は，真の神の怒りの現れであるとしている。このような考えを基に，サ
アグンは次の様々な具体的対策を提示している。その一つは，もし偶像崇
拝を実践している人や場所を見つけたら，必ず教会の司祭や王室の機関に
報告し，ただちに告発の手続きをとらなければならない。もし，偶像崇拝
のうわさを聞いたり，目撃したりしても，それを司祭に教えようとはせず，
告発しない者は偶像崇拝者であり，悪魔であり，キリスト教の神の敵であ
るとしている。このように聖書に記された神の言葉によって，異教の神々
一つ一つが偶像である，とサアグンは断乎として退けていたのである。こ
のことは裏を返せば，メキシコのインディオたちが信仰していた神々，つ
まり彼らを支配していた神々の力が，当時いかに強大であったかを証明し
ているともいえる。
また，サアグンをはじめ宣教師たちは，インディオたちに偶像崇拝をや
めさせ，彼らの悪習を矯正するための司牧的方策として，信徒村の創設を
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試みている51）。彼らは，結婚するキリスト信者のインディオたちがフラン
シスコ会修道院の側に住宅を建て，毎日修道院のミサに参列し，司祭によ
る公教要理の勉強や結婚講座を受ける，という司牧的計画に大きな期待を
寄せていた。宣教師たちは，新しく家庭を持った息子と両親が生活すれば，
偶像崇拝や飲酒癖などの悪習に染まるのを防ぐ効果的な手段であるとも考
えた。このような方法をとれば，受洗したインディオたちは間違いなく，
真の神の子供となることを固く信じていた。しかしながら，彼らの実際生
活は欺瞞に満ちたものであり，毎日のように宣教師たちを悩ませる様々な
出来事が起こった。たとえば，複数の妻を持つ男が洗礼を受け，教会法の
手順を踏んで書類を作成するとき，その男は最初に結婚した女性を正直に
報告せず，自分が一番気に入った女性を正式な妻にしようと，偽りの証言
をする例が数多く出てきたからである。
一方，インディオたちの偶像崇拝の撲滅に格段の効果をもたらした学院
の創設も始まった。それは，サアグンの所属していたフランシスコ会が，
宣教活動の一つの拠点として設立したサンタ・クルス学院である52）。サア
グンによると，フランシスコ会員たちは，インディオへの福音宣教と偶像
崇拝の撲滅の一方策として，サンタ・クルス学院に子供たちを集め，読み
書きなどの基礎的教育をはじめ，当時教会用語であったラテン語も教えた。
学院創設の当初，スペイン人入植者や宣教師の多くは，サアグンが強調し，
担当したラテン語教育の計画を嘲笑した。しかし，2，3年経つと，子供
たちはラテン語の文法をすべて理解し，会話ができ，文章を書き始めるほ
どに上達した。サアグンの始めたラテン語教育が成功すると，今度は多く
の者が，インディオの子供は司祭職を受けられない身分であるからラテン
語教育は無駄であり，またインディオたちを異端に導く恐れがあると反対
した。しかしながら，サンタ・クルス学院の設立から数十年が経過すると，
様々な教育上の心配や不安は払拭され，宣教活動上，特に偶像崇拝の撲滅
には大いに役立つ学院となった。サンタ・クルス学院の寄宿舎で生活し，
学院で育てられた貴族の子供たちと教会の中庭で教理を学んだ平民の子供
たちは，偶像崇拝の撲滅運動に推進的役割を担うようになった。たとえば
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その子供たちは，一人か二人の宣教師に付き添い異教の神殿を数日で破壊
したり，また他の子供たちは，夜間に行われた偶像崇拝の儀式や偶像のた
めに夜密かに行われている酒宴や歌舞などを宣教師たちに密告し，彼らを
不意に襲って修道院に連行したりした。修道院では，宣教師たちが捕縛さ
れた男たちに処罰を加え，再度公教要理を学ばせ，赦しの秘蹟を受けさせ
て帰宅させた。このような子供たちの協力によって行われた荒治療は，偶
像崇拝の撲滅運動に大きな効果をもたらし，偶像崇拝をはじめ酒宴や神々
への祭りを公然と行う者はいなくなった。
ところが，年月の経過とともに，熱心であった子供たちが卒業して寄宿
生活から自宅で生活するようになったり，また宣教師たちも偶像崇拝の摘
発にさほど熱心でなくなったとき，人々の間には偶像崇拝の儀式や酒宴な
どが，再び行われるようになった。なかにはキリスト教徒の両親が，偶像
崇拝を続けていることを宣教師たちに密告した自分の子供を虐待したり，
殺害したりした。その後，サンタ・クルス学院では，インディオの生徒た
ちのために，彼らの言語であるナワトル語の説教集，聖書注解書や教理集
などが刊行されたが，一点の異端の疑いもなくラテン語に精通していた学
院生が，これらの諸書の中のナワトル語に不適切な表現や言葉の加筆修正
を行った。これほど程度の高い教育と学院運営及び秩序は，学院創立 40
年という長い年月が経つと，学院の責任者であったスペイン人の財務管理
者の不正や，院長とその顧問たちの怠慢と不注意によって崩れ始め，サン
タ・クルス学院の経営が傾きかかった。それで，学院を立て直すことに着
手したが，様々な困難に直面した。なかでも当時流行した伝染病で生徒が
減少したことや，宣教師たちの教育意欲の喪失及び学院支援者たちからの
援助金の凍結などが大きな打撃となり，サンタ・クルス学院は閉校せざる
を得なくなったのである。サンタ・クルス学院の閉校は，偶像崇拝の撲滅
運動の衰退とともに，メキシコにおける宣教活動の負の部分となったこと
は否めない。
さらにサアグンは，宣教活動の促進と偶像崇拝撲滅を目指して，インディ
オの司祭と修道女を養成する試みを行ったことを書き記している53）。メキ
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シコのインディオ貴族社会では，子供が男女とも成人するまで厳格な教育
が行われていた。この厳しい教育は，家庭ではなく，熱心でしかも非常に
厳格な教師たちによって，神殿で男女別々に行われていた。その教育の内
容は，子供たちが神々を礼拝し国と統治者を尊敬して，忠節を尽くすこと
を教えることにあった。特に，飲酒の禁止と節制が強調されて，昼夜問わ
ず仕事が課せられていた。このようなインディオの教育を熟知していたフ
ランシスコ会員たちは，当初インディオが司祭あるいは修道者として共同
生活を営むことは難しくないと判断した。飲酒癖のある男は司祭職に不適
格であるとされていたが，これは司祭職にある者にとって求められる節制，
つまり「独身」を守るのが酒飲みの人には難しいと思われていたからであ
る。しかしインディオの両親は，彼らの国にある悪い習慣をやめさせたり，
また性的欲望を抑制させる十分な教育を子供にすることができないとして
も，フランシスコ会員たちが，小神学校を設置して，そこで毎日の祈りや
犠牲，節制などを教え育てるなら，可能であると考えた。しかし，思春期
に入ったインディオの子供たちは怠惰になり，食欲が増し，性欲に目覚め
て淫らな行為に走る少年たちが続出した。このような状況では，インディ
オの司祭職はきわめて困難であるとして，フランシスコ会員たちは，イン
ディオの司祭養成を断念したのである。
またフランシスコ会員たちは，インディオの娘を修道女にする養成も試
みた。当時インディオ社会では，偶像を崇拝する神殿で仕え，厳しく貞潔
を守るためモナステリオ（隔離された家）に女性たちがいた。彼女たちは，
神々への深い信仰から自主的に神殿に仕える者として清貧のうちに共同生
活を送っていた。彼女たちは全員処女であり，男性に対しては慎み深い態
度をとるように教育され，男性に微笑みかけただけでも厳しい罰が課せら
れていた。神殿内では，若い女性の監督や警護と教育の任務を担っていた
年配の女性がいた。彼女らは，神々に仕える儀式に使用する刺繍入りの祭
服作りや単純な肉体労働なども行っていた。神々に仕え，宗教心に溢れた
立派な生活をしていた彼女たちは，一般の人々から非常に尊敬されていた。
フランシスコ会員たちは，このような宗教的敬虔な生活を送っていたイン
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ディオの女性たちのことを見聞していたので，特に，キリスト教に改宗し
たこれらの女性たちは純潔を守り修道生活ができると確信していた。そこ
でフランシスコ会員たちは，良識があり公教要理を熟知して，深い信仰を
持っていると思われる年配の女性を上長とする修道院を創設し共同生活を
行わせた。修道女志願者の若い女性たちには読み書きをはじめ一般的教育
を施し，同時に基本的な修道生活に関する宗教教育も行われた。しかしな
がら，宣教師たちの最初の理想とは裏腹に，解決困難な種々の問題を抱え，
やがて彼女たちの修道生活は凋落の一途を辿り，インディオの修道女養成
は当初の目標を達成できず，結果的には失敗という形に終わったのであっ
た。後にサアグンは，メキシコでの 50年にわたる宣教活動生活を振り返っ
て，
「メキシコのインディオたちに福音を伝えて 50年以上になるが，もしいま
いるスペイン人が介在せず彼らだけにしておけば，あと 50年もしないう
ちに彼らに伝えた福音は跡形も残らないであろう。」54）
と述べ，続けて
「ことカトリック信仰となると，ここは不毛で養育困難の土地で，カトリッ
クの信仰の根は弱々しく，苦心惨憺してもなかなか実を結ばず，植え付け，
育てたものが些細なことで枯れてしまう。……当地メキシコではカトリッ
ク信仰は長続きしないように思える。それは，一つには先住民が凄まじい
勢いで絶滅に向かっているからで，その原因は彼らに対する虐待というよ
り，むしろ神が彼らに被らせる疫病禍である。」55）
と結んでいる。偶像崇拝の撲滅こそは，キリストの福音がメキシコのイン
ディオたちに根づく基本的方策と位置づけていたサアグンが，インディオ
のキリスト教化が思うように進展せず，「ほとんど何もかもが凋落の一途
を辿っている」56）と言っているのは，伝染病の流行でインディオの人口が
減少し，社会不安がはびこり，教会内部では修道司祭と在俗司祭，スペイ
ンから派遣されてくる宣教師と現地生まれ（クリオーリョ）の司祭との対
立が激化したときでもあった。このような状況におかれていた晩年のサア
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グンには，インディオに対する福音宣教活動の難しさと，その前途を楽観
視できないほど万策尽きていたように思われる。
一方，ドミニコ会の宣教師ドゥランは，メキシコのインディオたちが最
も崇拝していた偶像神は「ウィツィロポチトリ」という偉大な偶像で，し
かもキリスト教的様相を呈していると言っている57）。偶像神ウィツィロポ
チトリの祭りは，インディオの悪魔的な発想で形成された行事ではある
が，その行事内容には，キリスト教の儀式を思い浮かばせるようなことや，
またユダヤ教の律法を思い起こさせる事柄が入り混じった祭りになってい
る。それは，教会で大祝日の儀式が行われている中に，インディオたちが
かつて行っていた偶像神ウィツィロポチトリの祭りの要素が混じっていた
可能性があった。たとえば，彼らは，教会で行われる典礼暦にある大祝日
の日をインディオの崇めていた偶像神の祭り日と重ねて，あたかも教会の
祭りを行うふりをして，自分たちの偶像神の祭りを併せて行うという巧妙
な方法で，教会の儀式の中に偶像神への儀式を紛れ込ませていたのである。
彼らは見破られないように偶像神を祝い，扮装した偶像神の権能と偉大さ
に見合った賛歌をささげ，衣装と装身具を変え，曲と歌も変えていたので
ある。
ウィツィロポチトリ神が祭られていた神殿は，神殿の中でも最も荘厳で，
最も大きく且つ最重要な神殿であった。メキシコにある数多くの神殿の中
で，この偶像神の神殿が最も美しいものであった，と高潔な人格者で信頼
できる人といわれたドミニコ会員フランシスコ・デ・アギラール（Francisco 
de Aguilar）が証言している。この神殿の中にある輿のような水色の木製
の台にウィツィロポチトリ神は座っていたが，台の色が水色であったのは，
彼が天上に鎮座していることを表わしていた。祭りの日この神殿では，祭
司が生け贄となる捕虜たちに偶像神を見せて，「これがあなたたちの神で
ある」と告げ，生け贄の執行人たちは生け贄の捕虜の胸を開き，心臓を取
り出し，半分生きている彼を神殿の下へ蹴り落としてた。この生け贄になっ
た捕虜たちのされこうべが，偶像神ウィツィロポチトリの神殿の大門に入
ると，正面に階段幅の長い中央通路に丸太の柵が一列に並び，丸太には小
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さい穴があり，その穴に差し込まれた棒には 20個のされこうべが架かっ
ていた。このされこうべは生け贄になった捕虜たちのもので，殺されると
肉は食べられ，されこうべだけが神殿に運ばれた。
また，偶像神ウィツィロポチトリの神殿には，二つの修道院があった。
その一つの修道院には，18歳から 20歳までの男子が住んでいて，カトリッ
ク教会の修道士のように剃髪し，貞潔，清貧，従順という三誓願を立てて
いた58）。彼らの日常の務めは，祭司たちが祭式を行うに必要な香炉，明か
りや祭服を準備したり，神殿の掃除やつねに燃えている神聖な火を絶やさ
ないために薪集めをしたりしていた。他に日常生活の手仕事や小枝とバラ
などで神殿を飾ったり，生け贄の儀式に使う刃物を準備したりしてた。こ
れらの男性たちは品行方正であり，頭を剃っていたので，「エロクアテコ
マメ（elocuatecomame）」と呼ばれ，尊ばれていた。しかし，修道院に入っ
ていない子供たちまでも剃髪していたが，これは一種の迷信であり，偶像
崇拝でもあった。ドゥランは，宣教師たちに，インディオたちの間での子
供の剃髪が一種の迷信になっている，と警告していた59）。もう一つの修道
院では，12歳から 13歳までの少女たちが，カトリック教会の修道女と同
じように，貞潔を守って俗界から離れ，偶像神に仕えるために選ばれた
娘として生活し，「苦行の娘たち（las mozas de la penitencia）」と呼ばれてい
た。彼女たちの生活は一年間で，神域を掃除し，水を打ち，偶像神のため
にまた神殿に仕える祭司や高位聖職者の食事作りなどの仕事をした。ウィ
ツィロポチトリ神の神殿に住む若い男女の中に，偶像神への信仰が揺らい
でいる者がいると，何かの虫に食われた神殿の傷を見つけ，偶像神を侮辱
したということで詮索され，犯人とされた者は処刑されるという怖い迷信
もあった。
偶像神ウィツィロポチトリの祭りについて述べる。偶像神ウィツィロポ
チトリに対する盛大な祭りでは，人間を生け贄にすることであった60）。
生け贄の執行人が登場する前に，カトリック教会でご聖体に表わすような
同じ畏敬と尊敬の念を込めて，偶像神の骨と肉を形どった塊の一部をウィ
ツィロポチトリ神の名において祝福する儀式が行われていた。人を生け贄
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にする執行人は 6人で，4人が生け贄になる人の手足を押さえ，一人が首
を押さえ，残る一人が生け贄になる人の心臓を取り出して悪魔に捧げる役
柄だった。大祭司は石を鋭くとぎすまされた大きな刃物を持ち，別の祭司
は蛇を形どった木製の首枷を持って，生け贄になる人を腰の高さほどある
石の上に仰向けにさせ，体が二つに引き裂かれる格好になった。このよう
な状態にして刃物が胸に突き刺さると，胸はざくろのように真っ二つに割
れた。生け贄になる人の体を押さえる人は，神事を行う神官あるいは祭司
という意味の「チャチャルメカ（chachalmeca）」と呼ばれ，生け贄となる
人の命を取る人を大祭司あるいは司教として非常に尊敬されていた。彼ら
6人は体を黒く塗り，悪魔の化身のようであった。人々は彼らの恐ろしい
形相を見て，恐怖におののき身震いするほどであった。生け贄となった人
の心臓が取り出されたあと，死体は神殿の上から階段を転げ落ちた。転げ
落ちた死体は，捕虜にした持ち主が引き取り，家に持ち帰り，彼らのあい
だで祭りをしたあと，彼らが食べた。生け贄になる人たちは，戦争で捕虜
になった男たちで，人数に関係なく一人残らず生け贄にされた。偶像神ウィ
ツィロポチトリで，この偶像神の骨と肉を形どり聖別された塊を割り，か
けらを年長者から順に，大人にも子供にも，男にも女にも，年寄りにも子
供にも与えて，町中の人たちを聖別した。人々はそのかけらをうやうやし
く恐れ多いものとして，涙を浮かべて受け取り食べた。病人を抱えている
人は，病人のためにかけらを求め大切に持ち帰り食べさせた。この偶像神
ウィツィロポチトリに対する祭りの儀式は，カトリック教会が少なくとも
年に一度復活祭に真に神であり人間である主イエス・キリストの真の肉で
あり血であるご聖体を拝領するようにと教えていることと同じような考え
や形式であったことだ。しかもこの偶像神への祭りの儀式は，当時教会の
復活祭の大祝日であった日，つまり 4月 10日に行われた。しかし，教会
の復活祭は年によって祝日が変わるが，この祭りも復活の日に合わせたか
のように，同じ月の同じ時期に行われていた。このことから二つの可能性
が考えられる。その一つは，スペイン人が到着する以前に，インディオた
ちがカトリック教会の行事について知識があったか，あるいはもう一つは，
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教会の敵である悪魔が自分に奉仕させ，礼拝させるためインディオたちに
カトリック教会の儀式のようなものを作らせ，自分を崇め奉仕させたとい
うことである。ドゥランは，いづれにしても，この偶像神ウィツィロポチ
トリの祭りはカトリック教会の儀式に倣ったものである，と断言している
61）。このように，インディオたちにとって最高の偶像神は「ウィツィロポ
チトリ」であったので，キリスト教徒のインディオたちの祭りの中にキリ
スト教的様相をして現れたこの偶像神を撲滅することが，サアグンにとっ
て宣教活動の大きな目標であったことは当然なことであった。
ドゥランは，偶像神テスカトリポカがキリスト教徒となったインディオ
たちの生活の中に依然として迷信という形で残っていると指摘している。
この偶像神テスカトリポカの像は，激怒した表情を見せ，全身が真っ黒で，
頭はウズラの羽で覆われ，干ばつや飢饉，凶作と疫病を送り込む神と考え
られていた62）。病気の子供を持つ母親たちは自分の子供をテスカトリポカ
神に預けるため，子供を連れてこの偶像神を祭っている神殿を訪れた。祭
司たちは，母親から子供を預かると偶像神が身に着けているのと同じ服や
飾りをその子供に着せ，偶像神に塗られているのと同じ煤を塗り，ウズラ
もしくは七面鳥の羽根で頭を飾った。これは，敬虔なキリスト教の信徒た
ちが教会で自分の子供を修道会の聖人に預け，ドミニコ会やフランシスコ
会，またアウグスチヌス会の修道服を着せるのと同じやり方である。ドゥ
ランは，宣教師たちに頭に羽根を着けている子供を目にしたときは，間違
いなくその子供はこの偶像神テスカトリポカに捧げられた子供であり，母
親が立てた誓いにしたがって体に煤を塗り，羽根を着けているのだと考え，
罰を与えてもよいから，こうした迷信的な身なりをやめさせなければなら
ない，と警告している。
また，偶像神テスカトリポカに対する神事の中には，教会の典礼で行
われるような献香の式があった63）。祭司は手に香炉を持ち，昼夜にわた
り，一日四回香を焚いて偶像神にふりかける仕事をしていた。テスカトリ
ポカ神殿に居住する祭司たちは，ドミニコ会員たちが起床し朝課を唱え
る時刻と，同じ頃に起床した。トラマカスケと呼ばれている人たちの中に
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は，ほら貝を吹く人や小笛の物悲しい調べを奏でる人もいた。この音が響
くと膝まである長い服を着て，片方の手に香炉を持ち別の手に香の入って
いる袋を持って，その週当番の祭司が出てくる。この祭司は，香を香炉に
入れ，偶像神が祭られている所に行き，カトリックの司祭が祭壇や聖櫃に
香をかけるような仕草で香をふりまくのである。この神事は一日も欠かさ
ず行われ，真夜中の勤めが終わると，祭司たちは自己犠牲といわれた苦行
を始めることになっていた。この苦行は，各祭司たちがリュウゼツランの
棘を脛のふくらはぎに刺して血を出し，左右のこめかみに塗る苦行であっ
た。この棘は，祭司たちが人々のために苦行を行っていることを知らせ
るために，後で境内に取り付けられているわらの玉に突き刺してあった。
棘のささったわらは大量にあったが，フランシスコ会員たちがこの地に到
着したときに焼却したといわれている。自己犠牲が終わると，祭司たちは
「血の染まった水」という意味のエサパン（Ezapan）と呼ばれる池に行き，
こめかみに塗った血を洗い流した。これは，人々が汚れた人間としてその
日に犯した罪を洗い落とすことを意味しており，スペイン人たちは，イン
ディオの祭司たちのこのような行いを見て驚嘆した，とドゥランは記して
いる64）。
メキシコの町に住んでいたインディオたちの間には，多くの悪と迷信が
はびこっていた。それで大勢のインディオたちは，偽の医師や占い師，ま
じない師たちを信用し，古い掟に従って偶像を崇拝する生活をしていた。
たとえば，彼らが若者や子供たちに勧めた一つの迷信は耳飾りである。若
者や子供には，なんの危害もないのに何かの祟りがあるかのように言いく
るめ，それを回避するためだと称して，少女や女の人の耳に穴を開けて飾
りをつけさせたことである。また偽の医者から，年老いて病床にいる婦人
に耳飾りをつければ命は必ず助かると言われて，薬より彼の言葉を固く信
じていたことである。このように，インディオたちは三位一体の神を信じ
る以上に迷信を信じていた。ドゥランは，インディオたちからこのような
迷信を取り除くには，聖霊の特別な恵みと助けが必要である，と強調して
いる65）。
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ドゥランは，インディオの自然に対する迷信が数多くあるが，なかでも
土（トラルテクトリ　Tlaltecuhtli），火（シウテクトリ　Xiuhtecuhtli），風
（エエカトル　Ehecatl），水（チャルチウクェイェ　Chalchiuhcueye）に対す
る畏敬，尊敬の念が，特別大切な迷信として伝えられていたと記している
66）。インディオが大地に寄せた尊敬と畏敬には，相当なものがあった。大
地をトラルテクトリと呼び，様々な生け贄と供物を捧げていた。インディ
オたちが，大地に対する畏敬の念を示す最高の所作は大地に指を突いて，
その指を口に運び，付着している土を舐めることであった。土の祭りでは，
人間の血を大地に撒き，香を焚き，羽根と食物を捧げるという迷信が行わ
れていた。インディオは，火の神をシウテクトリと呼んで，火を崇める畏
敬の念を持っていた。火の神に対する祭りは，迷信に満ちているのだが，
炎の中に人間を生け贄として捧げ，その生け贄になった人の血を取り出し
て炎にふりかけるのである。すなわち，生け贄になった人が半焼けになっ
たところを見計らって，火の中から取り出し，心臓を開き，流れ出る血を
小さな器に採って，その血を炎にふりかけるという，畏敬のこもった盛大
で厳粛な祭りであった。インディオの間では，風の神はエエカトルと呼ば
れて盛大な祭りが行われ，普段の奉納品の他に，特別の供物と生け贄が奉
納された。偽りの宗教に凝り固まっていたインディオたちは，迷信を勧め，
占いをするまじない師の言葉を信じていたので，風が吹いて樹木のある山
が音を立てるような強風のときには，捧げ物と生け贄ばかりでなく，自分
の体を傷つけて流した血を捧げて，風の怒りを静めるよう勧めるまじない
師の言葉に従っていた。風の神に捧げる血を採る方法は，舌の血を抜いた
り，耳，手，脚から血をとったり，また男性の性器を引き抜いて血をとっ
たりしていた。その血を風の神エエカトルに捧げて，神の怒りを静めてい
たのである。インディオたちは，水の神チャルチウクェイェにも特別な畏
敬を持っていた。彼らは，水から大きな恵みを受けていることを知ってい
た。これは，キリスト教徒が人間を貴い血で贖われたキリストから受けた
恵みに深く感謝するのと同様である。インディオが水の恩恵を最重要視す
るのは，人間が水の中で生を受け，水と共に生き，水で人間の罪を洗い流
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し，水と共に死ぬからであった。水と共に生きるとは，水が人間の食糧で
ある作物を実らせるのを助けるという意味でもある。彼らは特に，トウモ
ロコシで作ったパンを初穂として水の神に奉納し感謝した。インディオは，
水に入って体を洗い，犯した罪や汚れた心を洗った。この水の神チャルチ
ウクェイェに対する畏敬のしるしとして，水色の服を着た乙女が大きな湖
で首をへし折られた。この乙女は神殿にこもり，水に向かって歌を歌った
が，この歌は神々への祈りであり，願いごとでもあった。このように，水
は罪を清める神と考えられていた。これは，カトリック教会が，水の本性
に洗礼の秘跡をなす神よりの力を与え，洗礼によって人間を原罪から清め
るのに類似しているが，迷信的で不透明なところの多い神事である。また
インディオは，人は水と共に死ぬというが，これは死者の体を洗うという
ことで，彼らは男女の死者を問わず，また貧富の差も問わずに，人が死ぬと，
まず最初にしたことは，その人が着ていた服を脱がせて裸にし，体を丁寧
に洗うことであった。遺体を洗う理由は，人の死に水が役立つからという
ことである。インディオたちが信じていた水に関する迷信の種類は，この
他にも数限りなくある。そこでドゥランは，宣教師たちに，水に関係する
泉や川に関しては多くの迷信があることを，よく知るよう勧めている。
また，ドゥランはインディオが使っている暦（Calendario）の中にも，
数多くの迷信があることを指摘している67）。インディオたちは，祭りや神
事をはじめ，種蒔きから収穫に至るまでの一年の農作業，また子供の出生
日によって運勢を占うことも，すべて暦に従っていた。ドゥランは種蒔き
の例をあげて，インディオたちの農作業を見ていると，彼らは偶像崇拝と
迷信に従い，キリスト教の教えを守らず，全能の神に不敬を働きながら作
業をしている，と書いている。つまり，彼らは何をするにも迷信と呪術，
偶像崇拝に従って行動しているからである。ドゥランは自分の苦い経験か
ら，同僚の宣教師たちに，次のような忠告をしている68）。インディオの暦
の内容をよく知り，彼らの動きに注意した方がよい。インディオたちの要
望の裏には騙しと悪意，悪魔に魅せられた迷信がある可能性がある。彼ら
は祭りをよりよく準備するためだとか，祭りを次の日曜日にすれば，祭り
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がより荘厳なものになるなどと話す。しかし，宣教師として心得ておくべ
きことは，彼らの本心はそうではなく，その地区の偶像，もしくはその地
区の世話役の誕生日の絵柄が，その日曜日に当たることから，キリスト教
の聖人と彼らが信奉する偶像とを一緒に祭ろうとする魂胆なのである。だ
から，宣教師たちの心得として，インディオに宣教活動の実りをもたらす
には，彼らが信奉している儀式と神事の中にある偶像崇拝と迷信を根絶し
なければならない，と強調している。
メキシコにおけるサアグンとドゥランの宣教活動についての考察から，
宣教師サアグンが目指していたのは，著書を通してメキシコのインディオ
が信仰していた神々についての真偽を明らかにすることであった。キリス
ト教の神以外のものを神と崇めることは偶像崇拝であるとしていたサアグ
ンにとって，偶像崇拝と闘うことが宣教活動の最も重要な課題であった。
そのために，彼は著書の中でウィツィロポチトリ，パイナル，テスカトリ
ポカ，トラロクなどの神々について，どのような神であるか，その属性か
ら身に着けている衣装，それらの神々のため捧げられた祭りや儀式の様子
などを長老たちから聞き取り，正確に，しかもインディオの言葉であるナ
ワトル語で細かく記述した。それは，彼の著書を読む人たちとキリスト教
に改宗した人たちが，かつては偶像崇拝という暗闇と誤謬の中にいたので
あり，今は彼らに真の神を照らし出す光を送られた神の光に導かれ，悪魔
の手から逃れて神の国に入る資格が与えられたのであることを，心に銘記
させるためであった。
　サアグンは，インディオの魂の救いのために，福音宣教者として，且
つインディオの神々と闘う一兵士として，インディオたちが信奉している
神々に，神のみ言葉である聖書を突き付け，その一つ一つが偶像であるこ
とを明らかにして論駁したのである。しかしサアグンは，メキシコの神々
を偶像であると断定はしたが，それによって征服前のメキシコでインディ
オたちが営んでいた生活のすべてを否定したわけではなかった。インディ
オが神学やラテン語の文法，論理学や修辞学などの学問を修め，測量，左
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官，大工，洋服の仕立てなどに従事し，フルートやオルガンなどの楽器を
演奏する能力に恵まれていることを認めるとともに，征服前の彼らが子供
を厳しく，的確に躾けていたことを高く評価した。だが，
「スペイン人の到来によってこの美風が消えたため，またスペイン人は先
住民のもっていた統治のしきたりや作法を根絶し，葬り去り，彼らを野
蛮な偶像崇拝者であるときめつけ，聖俗両面で彼らにスペインの生活様
式を押し付けてきたため，彼らのかつての統治法はすっかり廃れてしまっ
た。」69）
と嘆いているように，インディオたちの美しい風習は，偶像崇拝に対する
激しい撲滅運動によって破壊されてしまった。偶像崇拝が盛んな所，つま
り悪魔による支配が存続しているかぎり神の怒りはやまず，メキシコの荒
廃には歯止めがかからないとして，サアグンはインディオの宗教的社会再
生への道を切り開こうとした。その道とは，インディオ社会を覆う偶像崇
拝的要素をすっかり洗い落とし，根底からキリスト教の教えと生き方に即
した新しい衣に着せ替えることであった。
一方，ドゥランは，改宗したインディオのキリスト教徒としての生活状
況を見て，
「キリスト教の信仰と悪魔への信心が同居している」70）
という彼の基本的認識を示している。その主な原因の一つは，スペイン人
が到着する前，インディオたちを支配していた政治が専制的で，残虐で，
罰と死の影に満ちていたので，インディオたちの想像力は恐怖によって痛
めつけられ衰弱していたことである。だからインディオたちは，キリスト
教を，得体の知れない教えで害をもたらす恐ろしいもののように見なして
いたのであった。ドゥランは，サアグンとは異なり，幼児期から青年期ま
でインディオたちと生活を共にしていたので，インディオが理性を持たな
い人間と見なす考えは誤りであると断言している71）。ドゥランの基本的な
考えは，前述した通り，残存する偶像崇拝と迷信を一掃することで，これ
なくしては，カトリックの信仰はメキシコの地に絶対根づかないと確信し
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ていた。そのためには，どんなに取るに足らない迷信であったとしても，
見逃すわけにはいかないとして，
「インディオたちの迷信を見て見ぬふりをし，いずれも取るに足らないも
のと考え，なんの行動も起こさず，怒りも悲しみも覚えず，インディオた
ちをとがめることも非難することもしなければ，インディオたちは，もっ
と悪質で重大な罪を犯すことになる。長年の間宣教活動をしたのに，宣教
師たちの怠慢と不注意のせいで，以前よりも予想しない偶像崇拝や迷信が
新たに出現するからである。」72）
と警告している。ドゥランもサアグンと同様，宣教活動の実をあげるに
は，偶像崇拝と迷信がインディオの生活の中でどこにあるのか，彼らの生
活の隅々まで警戒の目を光らせることが必要であると説いている。ドゥラ
ンは，偶像崇拝と迷信を根絶する道は，インディオたちが邪悪な悪魔にそ
そのかされて，キリスト教の教える真の神を信じながら，一方では自分た
ちの偶像神を崇め，かつて信じていた迷信としきたりに生きるというよう
に，清濁をごちゃ混ぜにして，中途半端なキリスト教徒になっている現状
を分析した上で，宣教師たちがもっとインディオのことを熟知することに
あると説いて，宣教師たちの一層の努力を要請している。ドゥランはイン
ディオたちの生活の隅々まで知り尽くしていたので，宣教活動に重要なこ
とは，何が偶像崇拝であるか，あるいは迷信であるかを見破る力であると
して，この点については他の誰にも負けない自信があると確信していたよ
うである。この余裕こそ，ドゥランとサアグンの差であり，この差が生じ
たのは，二人の人生経歴からであると言うことができる73）。
ドゥランはサアグンと比べて，はるかにインディオの内側に入り込んで
いた。しかし，ドゥランが子供の頃からメキシコのインディオに混じって
生活したとはいえ，サアグンと同じように，インディオに同化したわけで
はなく，あくまでもスペイン人で，キリストの福音がメキシコのインディ
オに根づくように，偶像崇拝と迷信を根絶しようとしたカトリック宣教師
であったことは同じである。しかし，16世紀のメキシコにおいて，この
二人が第二世代の宣教師として苦い体験をしながら，インディオの宣教活
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動にとった方策は，インディオと同じ立場に自らを置いてインディオと接
触することにより，彼らを一層よく理解するために自らを再教育する宣教
師になろうと志した考えは，今日においても，ラテンアメリカの宣教生活
に有効なものであり，また複雑多岐にわたる現代社会の中で行っている日
本の宣教活動のあり方にも，反省と指針を与えてくれるものだと思う。
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などに意を用い，めずらしい音楽を聞かせ，神への礼拝をきちんとおこない，
祭りを盛大に催し，告解を重んじさせ，至聖の秘跡をあがめさせなどして，キ
リスト教にさらによく通じさせるための手段を講ずるためには，博学で神学に
通じた，信仰心篤いよき司祭を得ることが必要である。インディオたちの間で
は神学が必要ない，とは，ピルー中で大いに口にされているが，これはたいへ
んな間違いである。」と優秀な宣教司祭の重要性を説いている。（アリアーガ，
前掲書　552頁―553頁）
73）ドゥラン，前掲書　231頁
